
10月29日、第５波法大包囲デモがうち抜かれました!学

祭規制に反対して当局への抗議行動に立ち上った１年生グ

ループが、鮮烈にデモに合流した! １年生は、デモへの決

起をもって３万法大生と全国の学友に｢ともに一歩踏みだそ

う!｣と呼びかけています。学生の行動が歴史を動かす時代

が来た! それはまず、法大市ヶ谷キャンパスから始まった!

昼休み集会で文連委員長･斎藤郁真君(法２･退学処分)は、

｢たった今、１年生が学生センター長に抗議文を提出してい

る!｣と学内の闘いを報告。｢学生を立ち上がらせないように

恫喝しているやつらをぶっとばそう。勇気を出して一歩踏

み出すときだ!｣と訴えた。倉岡雅美さん(人環３･停学処分

１年)は法大生に、｢世界中の学生がキャンパスからデモに

立ち上がっている。中国のデモに続こう! 学生のエネルギー

を行動で爆発させよう!｣と熱烈に呼びかけた。

法大生はどんどんビラを受け取る。１枚のビラがまかれ

るたびに、学生支配がうち砕かれ歓呼の声が上がる。キャ

ンパスが明るい! これに対し、当局は異常な大音量で放送

をかけ｢正門前の演説は業務妨害だ｣と絶叫(悲鳴)。

そして、ついに感動的な決起が起こった!｢デモに行こう

!｣という呼びかけに応え、抗議文を提出した１年生が一人

また一人とデモに合流してきたのです!その姿に自らの意

志で行動することへの誇りがみなぎっている。この熱い決

起がキャンパスを揺り動かした! 拍手と歓声が起き、注目

が集まる。当局職員や公安警察は憔悴してうなだれるばか

り。これが学生の力だ!

いよいよ総長室へデモ。デモ隊は｢学祭規制粉砕!｣｢不当

処分撤回!｣｢菅政権打倒!｣｢学生は自分たちの意志で行動し

よう!｣と訴える。その先頭に１年生が堂々と立っている。

圧巻だ。デモは圧倒的な注目を集め、市ヶ谷を席巻した。

最後に倉岡さんが｢11･６には田母神の日の丸デモがある。

戦争を賛美し日の丸を掲げることが誇りではない。仲間の

処分に対して声を上げることこそ学生の誇りだ。11月７日

にともに立ち上がろう!｣とまとめた。10・29法大デモの高

揚の中で、新たな11･７決起も決まっています! 菅や田母神、

大学当局をぶっとばし、未来を切り開く力が11月１万にあ

る。目に見える行動で学生の誇りと力を示そう。最後の一

週間、あらゆる力を振り絞って総力決起しよう! (Ｋ)

◆追記：この決起に恐怖した法大当局と学祭実は、何と｢11

･7を組織させない｣の一点で、自主法政祭への文化連盟の参

加(入構)を、ガードマンを使って暴力的に阻止してきた。

前代未聞の大暴挙だ! 敵は追いつめられ、これは必ず墓穴

に転化する。法大生の怒りは高まっている。11･２門前抗議

闘争を突破口に、法大生の11･７への決起をつくり出そう!
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【１】１年生の決起先頭に法大包囲デモをうち抜く!



●富山大学～10･25反戦集会報告
10月25日、富山大学学生自治会は反戦集会を大成功させ

た。この集会には全学連･織田陽介委員長をはじめ全国の学

生も応援に駆けつけた。

正午から集会がスタート。正門前には集会破壊のために

『大学内および大学周辺でのアジ、ビラまき禁止』の立て

看板と職員30人が。しかし、全学連が正門前を制圧し集会

を開催した。世界大恐慌が一方では大失業を生みだし、他

方では帝国主義戦争として学生、労働者に襲いかかる時代

に真っ向から反戦を掲げた集会だ。特に、釣魚台問題を契

機とする菅政権の侵略戦争と真っ向から対決したことは決

定的であり、多くの富大生と合流した。ビラの受け取りも

すごい良い。11月集会への賛同がドンドンとれる。わざわ

ざビラを受け取りに帰ってくる学生もあらわれた。学生は

ストレートに菅政権に怒ってる。

西頭学長は｢ビラを受け取れば処分｣｢教育環境を乱す学生

は処分｣｢学生は社会のことを考えるな、訴えるな｣と叫んで

きた。しかし学生はそんな存在ではない。監獄大学･富大か

らこそ、11月集会-反戦集会を提起すれば学生の反乱が起き

ることを25日の集会ははっきりさせた。しかも横畑･富山大

准教授は、『センカクモグラを守る会』を立ち上げ、自民

党･右翼と一体で｢尖閣諸島は日本の固有の領土｣などと叫び、

尖閣諸島への上陸の強行－排外主義－侵略戦争を煽ってい

る。まさに大学が戦争の先兵になろうとしている。キャン

パスから反戦行動を巻き起こし、11月労働者集会へ!

残り一週間、１万結集へ全力で組織しよう。｢１万人集め

たら何になるのか｣｢どういう影響があるのか｣ということが

学生と論議になっている。１万人結集は、11月派が学生運

動、労働運動の主流派になる数であり、１万の勢力があれ

ば、連合や日本共産党、社民党をぶっ飛ばして、労動者･学

生の党派選択に11月派が入る。１万人の結集で巨大な地殻

変動が起こせる。参加予定者が｢自分が行くだけでなく、仲

間を組織し１万人をめざす集会｣であることをつかみ、組織

者になって｢何か一つ11月集会へ行動する」ということが起

きている。最後の一週間、一丸となって１万人結集へ! 富

大からも大挙して結集します。 (Ｎ)

●京都大学
京大は最後の組織戦に突入しています。先週はついに、

クラス討論の中から11月集会参加を決めた一回生が登場し

ました! 核心は戦争情勢への怒りと、戦争を阻止する展望

としての11月集会を訴えきったことです。とりわけ動労千

葉、関西生コンのストライキを紹介し、｢闘えば勝てる!｣と

提起したことです。あらゆる勢力が屈服する中で、11月派

こそが戦争情勢と真っ向対決し、学生･青年を立ち上がらせ

る力をもっている。

さらに、熊野寮の一回生が感動的決起を開始している。1

1月参加を決めた一回生が、自ら『前進』の学生論文を提起

し仲間を組織した! 訴えたことは｢教育の民営化｣への怒り

と｢大学の戦争協力｣への怒りだ。｢自分はこんなことのため

に学生をやっているんじゃない。教育はもっと楽しいもの

だ!｣、この訴えが新たな仲間の決起を生み出した。この決

起によって一回生が層として11月に大結集する情勢が切り

開かれている。

11月集会こそ、大恐慌が｢大失業と戦争｣を生み出す情勢

の中で、それと真っ向から対決する闘いだ。一人一人の学

生が闘う主体へと感動的に飛躍している。11月集会まで残

りわずかですが、巨大な展望は切り開かれている! 最後の

組織戦を闘いぬき、11月7日に1000人の闘う学生を日比谷に

登場させよう!

※追記。10月31日は西郡で｢狭山集会｣が開催されました。

全学連も断固発言し、｢狭山第３次再審勝利! 八尾北医療セ

ンター民営化阻止! 国鉄闘争勝利! 11月一万結集!｣を全員

で確認しました。 (Ａ)

●東北大学
学生との討論→総括→宣伝・扇動の練り上げ→再討論の

繰り返しの結果、日に日にビラの受けとりが良くなってき

ています。クラス討論で意見が出され、休み時間にその学

生と続きの討論をするということもできています。｢菅を打

倒した後にどうしたいのか？｣｢学生自治会の活動には興味

あるが、自分はクリスチャン。自治会はマルクス主義だが

相容れるのか？｣｢自分は中国からの留学生。あなたたちは

正義。他の留学生にもビラを読ませたい。英語でビラを作っ

たら自分もまく｣、などなど。

ある学生は｢闘っても勝てないのでは。だけど自治は絶対

に譲ってはだめだ｣と真剣に悩んでいました。それは彼だけ

の特殊な悩みではありません。だからこそ私たちが11･７で

１万人が動くという大きさを熱烈に訴えきり、彼らを11･７

に組織しないといけない! 動労千葉や関西生コンのように

闘うこと、11月集会にむけてともに結集運動をやっていく

ことの中にこそ展望があることを訴えていこう!

｢11･６ V.S. 11･７｣は｢ファシスト V.S. 労働者階級｣の

構造です。怒りを語り、展望を語り、残り一週間全力で駆

け抜けよう! (Ｉ)

【２】10･25富大集会を中心に、全国大学の闘い



●広島大学
10･21広大100人集会の高揚を引き継ぎ、発展させてきま

した。クラス討論は11月チケットをもって入り、11月参加

をめぐって学生との討論を開始しています。そこでは｢国家

同士の対立(戦争)に国民が巻き込まれるのは仕方ないので

はないのか｣｢菅政権を倒した後どうするのか｣と質問が出さ

れ、活発な討論になりました。

また、全学連メールに１年生から長文のメールが届き、

核兵器開発の拠点であるロスアラモス国立研究所と広大と

の提携についてよりつっこんだ見解を求める質問などが届

いています。後期開講から１ヶ月。活性化している学生の

政治意識、また｢大学と戦争｣の問題意識について捉えて離

さず、最後まで学生の質問に応えるビラをドンドン出して

行くつもりです。さらに、学内情勢をもう一度塗り替える

ために、11･２第２波反戦集会＆デモにたちます。今度は、

戦争協力を進める浅原学長のいる本部棟までのデモです。

広大生の自己解放的な反戦行動をたたきつけ、11･７に攻め

上ります。 (Ｋ)

（１）アメリカ帝国主義の

どうしようもない没落と危機
世界金融大恐慌は深化し、帝国主義(世界体制)の危機を

激化させている。野放図な財政･金融政策で大恐慌をのりき

れるとした、帝国主義の策動は行きづまり破綻した。

巨大な財政赤字の重圧。財政的カンフルによる一時的｢回

復｣は、景気対策の期限切れとともに崩れ去り、二番底-三

番底の恐怖が切迫化してきている。帝国主義が歴史的に蓄

積してきた｢過剰資本･過剰生産力｣の問題は、財政投入によっ

て何とかなるものではない。この間の９～10月の短期間で

も事態はどんどん進んでいる。

第一は、10月８日に発表された米９月雇用統計だ。前月

比マイナス９･５万人となり、オバマ政権の狙っていた財政

投入による｢回復｣から民間主導の成長過程へというプラン

は完全に破綻した。重要なのは、今日設備投資を本格的に

拡大し、雇用者を増やすなどという状況にはまったくない

こと。大失業問題が圧倒的な存在感をもって、米帝経済の

｢急所｣として突き出されてきている。

第二に、住宅ローン支払の不能化から差し押えが急増し

続けている。10月12日、米金融サービス会社のアリー･ファ

イナンシャルは全米で差し押え住宅の競売を一時停止する

と発表。バンク･オブ･アメリカも差し押え物件の競売を停

止すると発表。これらは差し押えの急増と競売市場への大

量の流入という現実を示している。要するに、競売市場が

パニックになり、物件の暴落をつくり出す可能性が強いの

だ。この差し押え問題は大失業問題と一体だ。失業と残業

代の減少に労働者は苦しみ、住宅ローンを支払えなくなっ

ている。このため差し押え物件が急増している。ここから

住宅価格は低迷する。新築着工どころではない。住宅価格

の低下や住宅の喪失は個人消費を圧倒的に低下させる。

第三に、10月13日にＪＰモルガンチェースの10年７～９

月期の決算が発表になった。純利益は44億1800万㌦で前年

同期比は＋23％とされているが、純営業収益をみると238億

ドルで、前年同期比マイナス11％。要するに、純利益＝44

億1800万㌦といって表面を整えているが、実体はオバマ景

気対策の波動に動かされている。個人融資のこげつきなど

を多くかかえている実態も明確。米巨大金融機関も内実は

グラグラなのだ。

第四に、10月15日、米政府は10年会計年度(09年10月～10

年９月)の財政赤字が１兆2940億9000万㌦(約105兆円)と発

表し、米帝の財政危機はいよいよ巨大な問題になってきた。

11年度はさらに▼１兆ドルを大きくこえたレベルが続き、0

9年をこえる史上最大を更新する可能性がある。これが引き

起こす米国債不信とドル不信は必ず、おそるべきドル暴落

問題へと発展する。

第五に、10月15日に行われた米ＦＲＢ議長バーナンキの

講演で、この間の景気の減速について｢低成長率や低インフ

レの状態である｣と言及し、事実上デフレの危機を確認した。

そして、金利ゼロ下でも｢金融緩和は可能｣として、｢ＦＲＢ

が保有する(国債など)長期証券を増やすことが考えられる｣

としている。ＦＲＢ当局が国債など長期証券を大量に保有

することで、通貨を洪水のように流しこむ方法をとるしか

ないが、その結果引き起こされることが怖くて判断するの

が厳しいと言っているのだ。しかし、米帝の金融市場は、1

1月冒頭のＦＯＭＣにおいて画期的な金融緩和をする(5000

億㌦から１兆㌦の国債などの購入)ことで低迷する株価の引

上げをはかっている。米帝は基軸国としてドル価値を維持

しなければならないが、ドル安を続けなければ輸出などで

きない状態だ。さらに財政金融政策を強行して、市場にマ

ネーをジャブジャブに流しこまないと景気を支えることも

できない。しかし、今度は一転してインフレとドル暴落と

いう危険が発生する。米帝(経済)はいまや完全にキリもみ

状態で墜落する過程に突入しつつある。

【３】大恐慌＝｢戦争と大失業｣と全面対決する11･７

年金制度改悪阻止のデモに立つフランスの高校生



（２）｢戦争と大失業｣に対する

労働者階級の怒りの爆発
米帝(そして世界)の経済は大恐慌の深化の中で、どうし

ようもない危機に陥っている。しかも、この経済的大混乱

は政治的危機として爆発する。11月中間選挙におけるオバ

マ･民主党の敗北で、議会がオバマの自由にならない情勢に

突入する。かくして、米帝に残された道はこの矛盾の対外

的転嫁しかない。輸出戦争･為替戦争の強行であり、世界の

市場と資源をめぐってすさまじい帝国主義的争闘戦を軍事

力も含めて実行していく以外にない。大恐慌は大失業とと

もに戦争を生みだすというプロセスが音を立てて進行し、

情勢は巨大な転換をとげている。

国内的な行きづまりの泥沼化は米帝だけの問題ではない。

他の帝国主義諸国(大国諸国)も同じ状態にある。どこの国

もまったく同じ経済危機、政治危機、階級支配の危機に陥っ

ている。全世界で、労働者階級の怒りの革命的決起が大々

的に開始されつつある。とくに、フランスにおいては、｢年

金改革｣へのゼネスト情勢がすさまじい進展をとげている。

ＩＬＷＵ(国際港湾倉庫労組)ローカル10、韓国･民主労総も

感動的な闘いを貫徹している。

（３）米中対立の激化と

北朝鮮･中国侵略戦争の切迫
こうした中で、帝国主義的争闘戦において米中の激しい

対峙･対決情勢が世界史的に登場している。人民元の元安を

めぐる攻防として、米中の死活をかけた争闘戦になってき

ている。それは北朝鮮情勢の危機的展開と一体化して、完

全に軍事的な関係に発展している。米帝はその世界戦略、

アジア戦略、何より対中戦略-対日戦略として、北朝鮮情勢

につけ込み朝鮮侵略戦争に突入して主導権を確立しようと

している。中国も北朝鮮を米帝に制圧されれば死活問題だ。

中国本土への米帝の直撃ルートとなり、軍事的政治的に大

変な情勢となる。この情勢の中で、米中の為替戦争であり

日中の｢釣魚島問題｣での対立もあるのだ(日帝の戦争的突出

の中でＡＳＥＡＮ時の日中首脳会談は決裂した)。

（４）11･７の爆発で｢新成長戦略｣を

徹底的に粉砕しよう
財政危機の重圧下にあえぐ日帝は、｢新成長戦略｣で体制

的危機をのりきろうとしている。日帝ブルジョアジーが｢新

成長戦略｣にかけているのは、国内的には、国鉄改革の完遂

を軸に公務員360万人の階級的団結の解体、階級的労働運動

の一掃と産業報国会的労働組合化だ。国際的には、｢東アジ

ア共同体｣構想を軸とするアジア侵略、世界侵略の推進だ。

そしてこの｢新成長戦略｣自体が、日米安保をテコとして、

日帝が米帝の北朝鮮･中国侵略戦争に参戦しうるか否にかかっ

ている。

11月のＡＰＥＣ-Ｇ20において、菅政権はＴＰＰ(環太平

洋パートナーシップ)へ参加しようとしている。広い分野の

自由化協定であるＴＰＰに米帝が08～09年に割り込み、11

月ＡＰＥＣまでに妥結をめざそうとしている。これで太平

洋-東アジアを支配し、日帝の｢東アジア共同体｣をつぶそう

としている。このＴＰＰに日帝が参加しようというのは、

アジアでのＦＴＡ･ＥＰＡ締結競争で劣勢にたち、それどこ

ろか東南アジア諸国連合(ＡＳＥＡＮ)に日本、中国、韓国

を加えた｢ＡＳＥＡＮプラス３｣からも叩き出されかねない

危機感からだ。日帝はＴＰＰに参加する以外に選択肢はな

い。日本経団連･米倉は｢ＡＰＥＣでＴＰＰ参加を表明すべ

き。この機会を逃せば諸外国に大きく遅れをとる｣｢世界の

孤児になる｣と絶叫している。

ＴＰＰはＦＴＡより厳しく、すべての物品の関税を100％

撤廃する。日帝にとって、まったく破綻的だ。一方でそれ

は農業破壊と三里塚闘争つぶしだ。他方で、｢国際競争力｣

を呼号し、ブルジョアジーと一体化した菅政権は労働者へ

の階級戦争を激化させていく以外にない。さらに大恐慌と

争闘戦の激化がもたらす日米同盟の矛盾の激化のもとで、

10月23日、ＩＬＷＵローカル10は警官による人種差

別虐殺事件に抗議して、サンフランシスコの全港湾

を封鎖する闘いと集会に決起。写真は、発言するロー

カル10執行委員のジャック･ヘイマンさん(11月労働

者集会にも過去に複数回参加)。

10月30日、民主労総はソウルで｢非正規労働者全国大

会｣を5000人をこえる結集で開催。大会に先立って、

金属労組1500人が現代起亜自動車本社前で集会。巨

大資本による不法派遣などを弾劾した。



沖縄･辺野古基地建設強行-沖縄闘争の解体攻撃が激化し、

同時に対中国への排外主義･国家主義、戦争的軍事的対峙を

テコとした北朝鮮侵略戦争攻撃を促進させる。つまり、日

帝は｢最弱の環｣としてふみつぶされる危機の下で、｢内への

階級戦争と外への侵略戦争｣へと絶望的に突入するしかない。

（５）｢戦争か革命か｣の歴史選択が

問われている
大失業攻撃(民営化-労組破壊攻撃)と改憲-戦争攻撃は、

一挙に同時に進行する。大恐慌の危機を帝国主義の側に立っ

て、資本家の利益を守るのか、それとも帝国主義をプロレ

タリア革命で一掃するのかということだ。ブルジョアジー

とプロレタリアートの階級決戦が煮つまっている。｢世界金

融大恐慌をプロレタリア世界革命へ｣｢国鉄決戦をプロレタ

リア世界革命へ｣の闘いが、労働者階級の生産点からの闘い

として組織されていくのかにすべてはかかってくる。

（１）
動労千葉が９月定期大会で、1047名解雇撤回闘争とＪＲ

東日本の｢検修･構内部門｣の全面的外注化攻撃との闘いの鮮

明な方針をうち出したことが、あらためて決定的だ。動労

千葉と1047名闘争の地平に真っ向から対決するものとして

の、ＪＲ東日本の検修･構内部門の全面的外注化攻撃は、

｢第二の分割･民営化｣そのものだ。そして、動労千葉を先頭

に全面的な反撃が展開され、10年４月１日開始計画を中止

させたことは天地を揺るがすといっていい大勝利だった。

これに対して、日帝支配階級が４･９｢和解合意｣という反

革命に踏みきったことは明白だ。４･９反革命は、史上最大

の国鉄闘争圧殺攻撃であり、国労の解体･変質化･産報化の

遂行で、戦後の階級的労働運動の歴史を全面的に一掃する

ものだ。この４･９反革命に真っ向から対峙･対決したのが、

動労千葉を基軸とする６･13からの国鉄闘争全国運動の闘い

だ。ここで、一から新しい階級的労働組合をつくり出そう

という壮大な決定が確認された。これは大恐慌下、大失業

と賃下げ、非正規労働者化の攻撃に苦しみ、怒り、闘わん

とする青年労働者の決起へとつながっている。

マルクス主義で武装し、大恐慌を革命へと転化すること

こそを労働者の基本的立場とする階級的労働運動が、いま

こそ思いきって羽ばたく時が来た。

（２）
この６･13から７～８月決戦、10･10三里塚、そして11月

への決起は４･９反革命をはねとばして前進する動労千葉型

労働運動の真骨頂を示している。階級闘争はこのように、

革命と反革命が組んずほぐれつの激闘をくぐりぬける中で

前進する。敵はこれに怯え、再び巨大な反動に進んでいる。

ＪＲの検修･構内部門の全面的外注化で鉄道事業のほとん

どを労働者ごと外注化させようとしている。ＪＲを数百の

委託会社へと分割してしまう攻撃だ。労働者の団結もズタ

ズタに引き裂いてしまう。この攻撃が平成採の青年労働者

を圧倒的に襲うものとして強行される。｢国鉄闘争全国運動｣

は、1047名解雇撤回をあくまで闘い、外注化阻止決戦を一

体のものとしてトコトン闘い抜く。

（３）
このような国鉄情勢の激動を受け、11月集会は1047名闘

争解体攻撃と全面的外注化攻撃への全労働者の総反撃の闘

いとしてかちとられる。とくに国鉄闘争全国運動は、労働

組合運動を新たに創造していく闘いだ。｢労働運動はつくり

だすべきもの｣(全国運動呼びかけ人･伊藤晃さん)なのだ。

また現在の最大の攻防点は、11月集会の三労組共闘をめ

ぐっての新たな激突だ。関生の産業ゼネストの歴史的意義。

さらに、11月集会は｢公務員制度改革｣という名の大民営化

＝労組破壊攻撃との決戦への突入としてかちとられる。そ

して、国鉄闘争と青年労働者･学生の失業(非正規化)の大攻

撃への怒りとの結合として行われようとしている。

国鉄決戦の爆発は新自由主義攻撃との基軸的激突点での

全面対決であり、ここでの６･13以降の前進が、公務員制度

改革粉砕闘争、青年労働者･学生の怒りの大爆発と一体化し、

相互に強めあって進んでいる。

（４）
ブルジョアジーはプロレタリア革命に恐怖し、体制内労

働運動指導部を取り込んで労働運動の変質を迫っている。

これと一体で、民間のファシスト運動を組織している。帝

国主義国家を救うために、侵略戦争を全面的肯定する運動

が公然と登場した。11･６の田母神日の丸デモだ。｢人権・

自由｣を掲げ、侵略を肯定し、民族排外主義を煽動する。大

失業と戦争がファシスト運動の本格的な蠢きとして進行し

ている。いっさいは、戦闘的潮流の本格的な登場にかかっ

ている。労働者の闘いこそファシスト勢力を粉砕する力だ。

11･７は、激しい党派闘争と反動に勝ち抜いている。98年、

闘う労働運動(三労組)の新潮流呼びかけ以来13回目の11月

集会は、大恐慌下でいよいよ革命へ羽ばたこうとしている。

【４】11月集会ぶち抜き2011年決戦に踊り込もう!

中国･広東省の深圳におけるストライキ闘争



①11･７への気運は高まってきている。まだまだ決起はつ

くり出せる。可能性とエネルギーは充ち満ちている。

＊｢10･29自立支援法廃止を求める日比谷集会｣で、ビラ60

00セット、署名266、チケット48枚を売り、多くの集会

参加確約をかちとっている。

＊10･31渋谷街宣では、民族派右翼とハチ公前で激突しつ

つ街宣をやり抜き、署名130、チケット14枚の販売。

②11･７の集合時間は11時。遅れないように会場入りし、

全国学生の前段集会を開催した上で本集会に合流する。

③横浜ＡＰＥＣ粉砕全国闘争

＊11･13(土) 横浜･大通り公園に正午結集

＊11･14(日) 蒔田公園に正午結集

④全国学友のみなさん! 全学連運動の復権と2011年決戦

の爆発をかけて、残る数日を白熱的な組織化決戦とし

て闘い抜こう!

以上。

【５】その他(街宣、集合時間、ＡＰＥＣ粉砕闘争)


